
はじめに

　合衆国シカゴで大きく発展したレクリエーシ

ョン運動は，アメリカナイゼーション，すなわ

ち移民労働者のアメリカ社会・文化への適応，

アメリカ人化の機能を負っていた。この特徴を

浮き彫りにして行くには，３つのレベルの研究

が必要と筆者は考えている。その一つ目は，合

衆国の成り立ちそのものに深く関わるプロテス

タンティズムが，シカゴのコミュニティとセツ
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ルメントの在り方を規定し，レクリエーション

の意味や価値を外的に規定する，外的環境とい

えるレベル，二つ目は，セツルメントが実際に

現場で何を考え，どの様なレクリエーション・

プログラムの提供を行ったかという，実践レベ

ル，そして三つ目として，最終的にシカゴ市議

会がセツルメント他のボランタリーな運動をど

の様に引き取り施策化していったか，という行

政レベルの問題である。小論は，この一つ目の

レベルについて論じようとするものである。こ

れは見方を多少変えるならば，レクリエーショ

ン発達の原動力となったシカゴ・セツルメント

を規定する要因の研究であり，なぜ多文化共生＊立命館大学産業社会学部准教授

シカゴ・レクリエーション運動における
アメリカナイゼーション

─プロテスタンティズムとセツルメントを中心に─

川口　晋一＊

　小論は，シカゴ・レクリエーション運動に「アメリカナイゼーション」の機能が存在したことを検
討しようとするものである。初期の運動は，キリスト教的慈愛に基づき，万民のためのレクリエーシ
ョン発展に貢献したとされる。しかし，実際は背景にプロテスタンティズムのより多様で複雑な力が
働き，セツルメントの活動はアメリカナイゼーションの方向に導かれていった。合衆国に根を張った
プロテスタンティズムをめぐる富裕層，中産階級の保守層，そして民主的な革新主義者・シカゴのセ
ツルメントのリーダーたち，そしてソーシャル・ゴスペラーたちは時代の流れの中で移民労働者たち
とどの様な関係にあったのか。小論では，実証は後の課題としつつ，まず「金メッキ時代」と「革新
主義時代」のプロテスタンティズムを矛盾と対立という視点で捉え，問題解決のための移民労働者へ
のソーシャル・ゴスペラーの接近がどの様になされ，セツルメントという先端の現場で，そしてシカ
ゴのコミュニティで結果的に何が起こっていたのか，という順番で論じた。
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ゴスペル，セツルメント，金メッキ時代，革新主義時代



でなくアメリカナイゼーションに向かったのか

という問題の追及である。従って，レクリエー

ション運動史の研究という位置づけでありなが

ら，レクリエーションの枠組みがどの様に社会

文化的な要因によって決定されていくのかとい

うところに焦点付けされており，レクリエーシ

ョンそのものについては扱っていない。

　一般的に言われるところのセツルメントの活

動は，キリスト教の博愛主義に基づいたスラム

の改善とされ，その目的に沿ったレクリエーシ

ョンのプログラムは，万民のための健全な活動

の端緒として捉えられている１）。そこでのレク

リエーションが貧困層の生活を豊かにしたこと

は否定すべくもないが，それが手段として採用

されていること，そしてそこに至る過程につい

て，これまでの研究では全く問題にされてこな

かったと言って良いだろう。とは言え，合衆国

およびシカゴの動向が，如何にしてセツルメン

トにアメリカナイゼーションとしてのレクリエ

ーション・プログラムを採用させるに至ったの

かという問題を，段階を踏まずに一気に論じる

ことは不可能である。それは，全ての原動力と

なったと言える，プロテスタンティズムに関わ

る研究が十分になされていないと考えるからで

ある。小論で，いわゆる「金メッキ時代」「革新

主義時代」を通して現れてくる問題とプロテス

タンティズムとの関係を論じていくことで論証

できることは限られていると思われる。しか

し，歴史的事実を積み上げ，それを基に相互関

係や規定要因を探っていくことが最も重要で，

特に，ソーシャル・ゴスペルと労働者・労働運

動を関連付けていくことによってセツルメント

とアメリカナイゼーションの問題を考えるため

の課題を見出すことは可能だと考えている。
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１．合衆国のプロテスタンティズム

キリスト教のアメリカ的特徴

　合衆国の起源はピューリタンによって築かれ

たアメリカ植民地から始まり，その土台を基に

入植が拡大し１７７６年に政治的に独立した。この

独立を宣言した国民の７５％が道徳的・宗教的に

ピューリタン的背景を持っていたと言われ２），

その後，実質的なヘゲモニーはプロテスタント

が握ることとなった。

　そもそも合衆国におけるキリスト教プロテス

タントの発展は，デノミネーション（教派）の

歴史に特徴を持って現れているといわれる。

「強いて言えば，それは，同じ目的を持つ個人

から成る自然的共同体」３）であり，ヨーロッパ

と違って国家から切り離された世俗的な法人団

体であり，そのためプロテスタント諸派が数多

く存在していながらもそれぞれは分派ではな

く，異なる教義を有して共存してきたのであ

る。そして，それは一つに統合されていないが

故に，常に自らの教義・信仰を伝え，会員を獲

得していくために大衆的に伝道する「自由」を

特徴として備えることとなった。この「自由」

は福音伝道における２つの動きを作り出した。

　一つは，合衆国のキリスト教諸派の構成が，

政治的な領土の拡大および鉄道網の発達と産業

化の進展などの経済的要因，またヨーロッパ移

民の移入に関わる事情や特性によって，移入時

期や移植地が大きく変わり，その勢力分布や布

教活動に地域特性をもたらしたことである。も

う一つは，教会に縛られない「自由」の中で，

伝道の自由と自由な伝道は，感情に訴える劇的

スタイルと効果をもたらしたことである。その

結果として，ローマカトリックと違って「神の



王国（千年王国）」の考えが鮮明になったとい

える。つまり大衆伝道において新約聖書の黙示

録が，回心する個人の生きる「社会」との接点

において劇的な効果をもたらしたのである。そ

の解釈の違いにより，終末すなわちキリストの

再臨まで，改革努力を重ねるか，現状をありの

まま受け入れるか，何れにしても人々の感情を

揺さぶる伝道がなされていたのである。

　デノミネーションというそれぞれの教義を持

つという特徴がありながら，その違いを超え

て，ほぼ福音主義的な統一があったことも重要

な事実である。そのことについて，山本は以下

のように述べている４）。

　１９世紀前半のアメリカの宗教や文化は，１７９５年

から１８３５年にかけて続いた「第二次大覚醒」（the 

second great awakening）の下，かなりの程度ま

でリバイバリズムによって形成された。この時期

の福音主義者の大半が，人間の改革努力を通して

近い将来アメリカの地で「千年王国」が設立さ

れ，その「後」にキリストが再臨する，という

「後千年王国説」（postmillennialism）を信じた。

１８５７年から５８年の都市リバイバルにより後千年王

国説的希望が高まる中始まった南北戦争は，福音

主義及びアメリカ文明にとって「黙示録的」抗争

となった。

アメリカ合衆国の「自由」の背景には常にプロ

テスタントの自由が根底に存在しており，この

ことが後に見るように，福音主義における解釈

の違いが生み出す複雑な過程を経てコミュニテ

ィの分断に繋がっていくのである。

シカゴにおける教会および神学校の歴史

　南北戦争が終結した頃，既にフロンティア・
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ラインは大陸のほぼ中央，ミネソタ州の西，カ

ンザス州からテキサス州にかけての南北のライ

ンに達していた。特に東部地域から教会拡張の

任務を負っていた宣教師は，既に中西部で多く

の教会を建設するまでになっていた。

　シカゴは中西部の発展とともにキリスト教伝

道の戦略的展開・発展のセンターになっていた

と言って良いだろう。既に１８５０年代より力を持

ったプロテスタントの神学校がシカゴ地域にい

くつも存在していた。それは，メソジスト５）の

ギャレット聖書学校Garrett Biblical Institute，

会衆派のシカゴ神学校 Chicago Theological 

Seminary，長老派教会・マコーミック神学校

McCormick Theological Seminary of the 

Presbyterian Church（サイラス・マコーミック

Cyrus McCormick６）の多大な寄附により，長

老派・北西部神学校から改称），バプテスト・

ユニオン神学校 Baptist Union Theological 

Seminaryなどであった７）。

　一方，会衆場所としては，１８６５年，シカゴ

市では監督教会派 the Episcopal，会衆派

Congregational，新旧長老派New School and 

Old School Presbyterianなどの教派が，町の大

通りに面して教会を構えていた。教会数におい

ては，２９あったこれらの教派教会のうち２０は中

産階級および富豪の居住地域に，しかし，貧困

層の移民によって構成される居住地域には，僅

かに２つしかなかった。教会の会員の数という

点においては，アメリカ生まれのプロテスタン

トであるメソジスト派とバプテスト派が多くを

占めており，１８７０年に至ってもまだ数で大きく

上回るという傾向にあったが，教会の立地が示

していたように，実権は長老派と会衆派が握っ

ていた。また，アメリカ生まれのプロテスタン

トは人口比に見合った増加でなかったが，ルタ



ー派８）は大きく数を伸ばしていた。そのルター

派は，ローマカトリックと同様に，外国人居住

者の会員数を増やしていたというのが実情であ

った。これは，全国的な特徴としても現れてい

たが，とりわけ１８４０年代から５０年代にかけてド

イツ系，スカンジナビア系の移民がシカゴで定

着し，後続のための地盤を築いていたことと関

係があったと言われている９）。

　南北戦争後，南部を国内の植民地とした北部

資本は，既に１８７０年代初頭には膨大な富の蓄積

を達成していた。この時期，１８７１年にシカゴは

大火によって大きな被害を被っている。教会は

空間的・物理的に会衆場所の確保に困難を抱え

ていたが，それがシカゴに特徴的な状況を作り

出すことになった。ジョン・D・ロックフェラ

ーJohn D. Rockefeller１０）やマコーミックとい

った富豪が，１８７２年の経済不況以来，財政的に

困難な状況下で支援を行い慈善家（フィランソ

ロピスト）として名を上げており，教会に対し

ても莫大な献金・寄附を行い，プロテスタント

の神学を保守的なものに押し止めた。つまり，

その経済的成功と慈善的な活動は，社会進化論

を補強する役割を果たしていたと言える。この

時期は進化論を否定していた教会がそれを取り

込み始めていた時期でもあったが，次第に慈善

活動が活発化する中で，富豪の徳を，そして働

けず富も得られない労働者の不徳を説くように

なっていた。シカゴは再開発が急速に進み，建

物の近代化や急激な人口増加が起こり，そのこ

とによって，生活の激変が古い伝統的な価値観

の揺らぎをもたらした。特に教会およびその教

義の質的な変化が迫られたが，その様な中で更

に悪循環の原因を作り出したのはプロテスタン

ティズムそのものだったといえよう。何よりも

富の集中が劇的に起こったことが，労資の問題
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においてシカゴを極めて深刻な状況に置いた訳

だが，この富の集中を支え，それにお墨付きを

与えて加速させてしまったのが福音主義者たち

であったことは特筆すべきである。既に１８７３年

には，横暴な収奪によって，労働者の低賃金・

長時間労働から莫大な利潤が生み出され，更に

拡大された事業に投下されたため，ついには需

給のバランスと限界を大幅に超えて恐慌となっ

て現れた。この恐慌は更に小財産所有者同士の

競争と巨大トラストを生成させると同時に，そ

の過程で大量の失業者を生み出し，およそ６年

間続くこととなった。シカゴでは１８７３年と１８７４

年に２万人の失業者が街頭行進を行ってい

る１１）。しかし，この中産階級同士の潰し合いに

よる社会的地位の変動は，少なくなくとも体制

的な福音主義に潜む内部矛盾を顕在化させ，現

状の体制ついての見方を変化させることに繋が

っていったと言える。

覚醒運動とソーシャル・ゴスペル

　１８７０年代はいわゆるソーシャル・ゴスペル

Social Gospelと呼ばれる，社会的キリスト教

Social Christianityの運動と，信仰復興をもたら

した第三次大覚醒Third Great Awakening１２）が

起こった時代である。この二つが，矛盾を孕ん

で激しく揺れ動く社会，そしてある種の危機意

識を背景に持っていることは改めて述べる必要

もないだろうが，この両者は全く違ったもので

あり，キリスト教福音主義における変化の現れ

と捉えることができよう。

　シカゴにおける大覚醒の中心人物はドワイ

ト・L・ムーディーDwight L. Moodyというカ

リスマ的存在の大衆伝道者であったが，彼は

１８６３年にシカゴにおいて超教派の教会を設立し

た後，１８６６年にはシカゴYMCAの会長を務め，



移民の子供たちのためとして日曜学校を設立し

たりもしている。彼は，神学的には完全な正統

派であったとされる向きもあるが，「神の愛」

の名の下に霊的な働きを熱く説く中で大量の回

心者を生み出す背景には，回心者の立場や感情

を巧みに利用していたことが見受けられる。例

えば，富豪に対しては，魂を救済するために

「慈善活動」の一環として信仰復興運動への出

資を促している。資本家は自ら慈善事業を行う

時，様々な社会的批判をかわし，社会的地位を

正当化したいという思惑があろうが，ムーディ

ーはこれをうまく「救い」と結び付けたと言え

る。更に経営者の頭の中には，労働者がムーデ

ィーなどのリバイバル運動によって回心すれ

ば，労働紛争も自ずと解決するという目算もあ

ったと言われている。山本は，ムーディーが基

金集めの手紙の中で資本家に向けて「都市労働

者の福音化ほど資本家にとってよい『投資』は

ない」と訴えた事を紹介している１３）。ムーディ

ーは，この様に当時の独占資本と庶民・労働者

の間に大衆伝道という形で入り込み，「仲裁」

というよりは両者を巧みに利用した，誤ったや

り方で福音を進めたと言える。その結果とし

て，当然ながら両者の間に存在する矛盾に働き

かけることなど出来なかった。そして，それは

社会を変えていこうという考えでなく，現世が

亡びるのに備えようとする前千年王国説を人々

に広げることに一役買ってしまった。因みに山

本はこのムーディーの大衆伝道を現代のキリス

ト教原理主義＝ファンダメンタリズムの源流と

して捉えている１４）。

　このように社会の民主化にとって障害となっ

た信仰復興運動に対して，ソーシャル・ゴスペ

ル運動は，民主化に貢献するものであったと言

えよう。信仰は社会生活を営む人間が持つもの
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であるから，個人の中に育った信仰によって自

分や他人の振る舞い，またそのおかれた状況，

環境，そして社会などに目が向けられることは

当然のことである。そういったことからすれ

ば，プロテスタントがそれまで全く社会に目を

向けていなかったとは言えないだろうが，合衆

国特有のデノミネーションにおける社会とは，

先に見た同質のコミュニティを意味しており，

外界や異質な他者に目を向けることはほとんど

なく，神と個人の間に存在する愛や来世におけ

る魂の救いといった信仰の在り方が最も重要な

ものであった。そのようなプロテスタンティズ

ムに，「社会的キリスト教」という新しい認識

が芽生えたのは，やはり「金メッキ時代」のこ

とであった。その起源を特定することは難しい

と思われるが，１８５９年にダーウィンの『種の起

源』が出版されてから，合衆国ではウィリア

ム・G・サムナーWilliam Graham Sumnerが社

会ダーウィニズム論を展開するが，その動きに

呼応するように社会的キリスト教の概念も進化

している。しかし，科学的思考の導入＝民主的

とは限らず，時代状況を反映した反動的で，体

制的なプロテスタンティズムの動きとして注意

して見なければならないところがある。それ

は，体制的な教会のなかに，ムーディーのよう

に実業家の成功を「神の御心」として賛美し，

それに取り入る様な動きがあったことである。

しかし，社会的キリスト教の中でも牧師・知識

人層を中心に展開していたソーシャル・ゴスペ

ルの運動が，徐々にだが教派の壁を越えて広が

り，正当性を得ていく中で，体制的なプロテス

タンティズムは変化していくこととなった。

１８７０年代に誕生した社会的キリスト教の運動

が，ある程度統一されたソーシャル・ゴスペル

として定着するまでには，従ってかなりの時間



を要していることを忘れてはならないだろう。

ここで，合衆国のプロテスタントが多様な側面

を持ち，ソーシャル・ゴスペルも一様のもので

なかったことを捉えて，佐藤が以下のように述

べていることを紹介しておこう１５）。

そもそも社会福音自体がまとまりを持った団体や

組織によって担われた一貫性を持つ活動として始

められたわけではなく，特に１９世紀中に関しては

様々な思想，目的を持った人々の雑多な活動の集

積を分析的な視点から社会福音として纏め上げた

という側面が強い。その後次第に主要なプロテス

タント教派や１９０８年に成立する教会連合会議

（Federal Council of Churches）と呼ばれる超教

派組織の中に教会と社会問題を結び付ける専門の

部門が設置されることで社会福音は制度的基盤を

獲得する。しかしそれ以前の社会福音は，地域や

教派やその他様々な団体ごとに行われるローカル

な活動という面が強かった。社会福音という名称

にしても２０世紀になって漸く定着したものであ

り，それ以前は社会的キリスト教（Social 

Christianity），キリスト教社会主義（Christian 

Socialism）など多様であった。

ソーシャル・ゴスペル運動のリーダーたちは，

ワシントン・グラッデンWashington Gladden１６）

を始め，既に１８７０年代よりこの言葉を使用して

いるが，筆者は，この佐藤の考えがより現実に

近いソーシャル・ゴスペルの実態であったと考

える。ホプキンス１７）はこの運動の時代区分を

以下のように示しているが，それが纏められ，

保守的なプロテスタンティズムを大きく揺り動

かし，社会を変えるような力を持つようになる

のは１８９０年代前後かと思われる。
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１８６５年-１８８０年：社会的キリスト教の誕生

１８８０年-１８９０年：一つの若い運動

１８９０年-１９００年：成年に達した社会福音

１９００年-１９１５年：成熟と公認

特に，この社会的キリスト教の誕生から，若い

運動にかけて，つまり金メッキ時代のソーシャ

ル・ゴスペルについては研究者の立場によって

かなりとらえ方が違ったものとなっていると言

えよう。いずれにしても，この運動がその後の

シカゴに大きな意味を持って来るのである。

２．労働移民とプロテスタンティズム

新移民の流入とプロテスタンティズムの変化

　１８７０年代，福音主義プロテスタンティズムの

保守化によって資本主義的な矛盾は解決され

ず，長引く不況で労働現場の状況は更に悪化

し，暴動は避けられないものとなっていた。こ

れに対して，経営者たちが警察やメディア権力

を自分たちのものとし，失業者を扇動する者を

外国人の共産主義者だと煽り，労働者の集団行

動を暴力で潰すのが常となっていた。その陰に

プロテスタンティズムが存在していたことは否

定しようがない。一方，労働者がストライキや

暴動に参加する行為にキリスト教的信仰がどの

様に関わっていたのかはまだ十分に分かってい

ないといえる。少なくとも労働史家のガットマ

ンは，そこに神によって祝福された労働運動へ

の参加を見ているが１８），ここではそのことをこ

れ以上は議論しない。さて，１８７７年の鉄道大ス

トライキGreat Railroad Strike of １８７７は，実際

に賃金を巡る争いであったが，「それ以上に不

況の象徴であり，アメリカ人民の怒りの象徴だ

った」とボイヤーとモレースは述べている１９）。



これに対して，保守的なプロテスタントは，体

制を防衛するために共同戦線を張ったと言われ

ている２０）。実際，この鉄道の拠点に飛び火した

ストライキでは，それを阻止するために恐ろし

い殺戮が行われることとなった。もとはと言え

ば，賃金カットに理由などなく，むしろ高額な

鉄道運賃に対して，起業家たちでさえ憤慨する

という状況があり，警察・民兵にも同情的なム

ードが流れていたという。その様な中で，地区

管轄の州兵さえそれを鎮圧することを望まなか

ったケースに，他地区管轄の州兵や連邦軍が初

めて送り込まれ，労働者を数多く殺害する極め

て残忍なことが起きている。このことが経営

者・資本家に警察・民兵・州兵へ頼ることの危

険性を認識させ，労働運動に対する締め付けを

更に厳しくするきっかけとなった。この事件で

そこまで残忍なことが正当化された背景には，

くり返しになるが，プロテスタント的な後ろ盾

があった。しかし，１８８０年代から１８９０年代にか

けてソーシャル・ゴスペル運動が成長し，プロ

テスタンティズムの中に大きな変革の兆しが見

えてきたのは，この様な事件を経て，その内的

な矛盾および権力の労働者に対する残忍な行為

が顕在化したからに他ならない。

　さて，１８８０年代の終わりのシカゴでは，メソ

ジスト派の会員が人口増加の比率を上回って

増えていたが，キリスト教プロテスタントの中

では，他の教派に比してルター派がドイツおよ

びスカンジナビア系移民に起因して数的に突出

するようになっていた。また，カトリック教会

も１８９０年までに移民会員の増加で，ローマ

Roman・東方帰一教会Uniates合わせて２６２,０４７

人を数えていた。そして，シカゴは合衆国で２

番目に大きいカトリックのセンターとなってい

た。更に重要な事実は，それが他の７つの主要
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なプロテスタント教派のいずれに比べても２.５

倍以上会員が存在していたことであろう２１）。因

みにシカゴの人口は１８８０年がおよそ５０万人，

１８９０年で１００万人である。

　このような状況に先駆けて，シカゴにおける

プロテスタント諸派が，超教派および組織的な

慈善活動を強めていたことは特筆すべきであろ

う。バプテスト派は１８８２年にバプテスト・シカ

ゴ市伝道協会Baptist City Mission Society of 

Chicagoの活動を通して，会衆派は１８８３年にシ

カゴ都市伝道協会 Chicago City Missionary 

Societyを作り，メソジスト派も同様の活動を

強化していた２２）。これらの教派の派生的組織は

そこで採用された実践的なプログラムを通じ

て，物理的にそして精神的に人々に訴えかけて

いった。特に宗教的な意味においては，対カト

リックという状況の中で，プロテスタント教派

の活動は，拠点であるシカゴにおいて最も強化

されたといえよう。これは純粋なプロテスタン

トの福音伝道と捉えることが出来る一方で，対

立の構図を浮かび上がらせるものであったと言

えよう。

　資本と教会が結び付き，プロテスタントの政

治的な力が強まる一方で，富の集中によっても

たらされる厳しい労働者の状態と，そこから生

み出される都市の社会問題は，神学校における

教育に新しい動きをもたらすようになってい

た。それは，１８８０年以降，教育の内容に社会学

的なものが持ち込まれるようになっていたこと

である。具体的な社会状況が取り上げられるよ

うになる中で，神学校では，将来指導者・牧師

としての役割が期待される学生を中心にソーシ

ャル・ゴスペルが広く行き渡る環境が整備され

たと言えよう。最も早いところで，１８９０年にシ

カゴ神学校社会学部が作られている２３）。そし



て，１８９２年には第４会衆派教会 the Forth 

Congregational Churchの牧師であったグラハ

ム・テーラーGraham Taylorを招聘し，キリス

ト教社会学の専門を制度的に作り上げている。

また，同年バプテスト神学校がシカゴ大学と合

併し，社会学という学問に力点を置くようにな

っていた２４）。この様に神学校および各教派の神

学は，現実をどの様に捉えるかという側面から

科学を導入し，変化した。この制度化はいち早

くシカゴで整備されたが，それは社会科学の進

歩ということと同時に，プロテスタンティズム

が抱える矛盾を解決しようとするものであった

と言うことができよう。

労働紛争の激化と新しい兆し

　シカゴ市は，産業の膨張と人口の拡大の中

で，１８９０年には市域を１８７１年の大火時の約３倍

にまで拡張し，メトロポリスを形成するに至っ

た。従来，熟練労働者や職人がニューヨークや

ボストン，フィラデルフィアに比べて少なかっ

た上に，急激に工業化を促進させたシカゴは，

結果として膨大な数の不熟練外国人労働者を呼

び込むことになった。そして，シカゴに暮らし

ていた中産階級の家族は，中心街への外国人労

働者の流入によって外側に押し出される形にな

り，居住空間は更に分離傾向を強めた。

　特に，１８８０年代以降その傾向は強まるが，そ

のような中で１８９３年の恐慌時までに最大の問題

であったのがやはり失業問題であった。不熟練

労働者が多数流入したことで，低賃金の貧困層

が拡大したばかりでなく，常に労働力が置き換

え可能な状態に保たれ，経営者が労働者組織か

ら阻害されていた黒人労働者を巧みにスト破り

に使い，労働者が団結するのにより困難な状況

が作られてしまった。この状況は，労働運動の
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指導者たちをシカゴに向かわせる要因にもな

り，闘争を益々厳しいものにした。１８７９年から

回復していた景気は１８８３年から８５年にかけて再

び恐慌の状態に入り，賃下げからストライキと

いう波が常態化し流血は絶えなかった。１８７７年

の鉄道大ストライキ以来，各地の州兵は新式の

武器と兵器庫の大規模化によっていっそう武装

強化していたが，既にイリノイ州兵も労働者を

殺 し て い た２５）。ヘ イ マ ー ケ ッ ト 事 件

Haymarket Affairに関与したとされ後に死刑と

なったアルバート・パーソンズAlbert Parsons

は，既に１８７３年には妻のルーシーLucyと共に

シカゴ入りしており，その鉄道大ストライキに

参加し，集会で演説した廉でブラックリストに

載せられていた。そして，シカゴに居留するこ

とで生命の危険に曝されると再三指摘されなが

らも，彼は労働運動発展のためと，この地に踏

み留まり，１８８６年５月４日のヘイマーケット広

場Haymarket Squareの集会で演説を行ってい

る。ハル─ハウスが作られたのはこの時から３

年後の１８８９年であった。

　１８９３年の恐慌は，それまで合衆国が経験した

最も激烈なものであったと言われており，失業

推定者数は４５０万人に達した２６）。その様な状況

の下，同９３年６月２０日には，合衆国初の産業別

労働組合，アメリカ鉄道労働組合 American 

Railway Union＝ARUがシカゴで産声を上げて

いる。しかし，翌９４年にはプルマン・ストライ

キPullman Strikeに関与する中でこの組織も骨

抜きにされてしまった。シカゴ南部のプルマン

会社２７）は寝台車の製造だけでなく，鉄道会社

でもあるとし，その労働者の待遇改善にARU

が指導に入り，最終的にプルマン車両運行のボ

イコットが敢行された。しかし，経営者団体は

プルマン車両と郵便列車を連結させる戦略によ



り，ARUの行為を合衆国郵便に対する妨害に該

当するとして連邦政府を介入させ，彼らにとっ

て脅威となる産別組合に致命的なダメージを与

えることに成功した。独占を規制するために，

既にシャーマン反トラスト法が１８９０年に制定さ

れていた。しかし，その法を基に，労働組合の

ストライキが「取引制限」に触れると判決を下

されたこと，イリノイ州知事の承諾を得られな

かったにも拘わらず連邦軍のシカゴ駐留を認め

る道を開いてしまったことなど，この事件と裁

判の持つ意味はたいへん大きく，労働者たちか

ら希望の光を奪い取るに等しかった２８）。児玉が，

ヘンリー・F・メイHenry F. Mayを取り上げ，

ソーシャル・ゴスペルの形成において１８８６年の

ヘイマーケット事件Haymarket Affair，１８９２年

のホームステッド・ストライキ Homestead 

Strike，１８９４年のプルマン・ストライキが教会

に与えた衝撃が決定的に重要だったことを紹介

している２９）。テーラーはその１８９４年に新しくセ

ツルメントを作っている。

革新主義とソーシャル・ゴスペル

　１８９０年代の「革新主義時代」に入り，ソーシ

ャル・ゴスペル運動と革新主義運動が，目に見

えてではないが労働者の状態に変化をもたらす

べく発展を続けていた。

　「革新主義」は，それが必ずしも一つの思想

あるいは運動として括ることが出来ないという

のが共通した認識である。この時代の改革を促

進した動きの背景には独特の政治思潮が存在し

たと言われているが，それは特定化できる一つ

のイデオロギーによって牽引されたものでな

く，その質や内容において相互に矛盾するもの

が多数存在しており，活動も運動も極めて複雑

なものであったという認識である。紀平は，こ
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の時期の経済・社会環境の変化と自らの知識や

職業に関わって，中産階級出自の若者が敏感な

感性を持っていたところを改革的意識の主たる

要因として見ている３０）。そして合衆国に伝統的

に培われてきた個人主義によって周りの動きに

不干渉という行動様式が存在した一方で，秩序

を持つ社会関係へ回復させようとする，同質的

なコミュニティ回復への関心が強まっていたと

いう３１）。実際，工業化による社会の急激な変化

によって，「金メッキ時代」に生きた人間のほ

とんどは，過去と進行中の現実の狭間で自分の

居場所を見つけられなかったという。

　他方，成熟期に入っていたソーシャル・ゴス

ペル運動は，これまでも見てきたように，既に

２０年ほど激動の時代と共に積み上げられてきた

ものであった。後に見るように，９０年代の終わ

りには，かなり具体的な社会改良の提案を示す

に至っている。この歴史の中で，それが革新主

義と相互に影響しあったことはたいへん大きな

意味を持っているだろう。両者の関係について

は，今後更に詳細に検討が進められるべきと考

えるが，「ソーシャル・ゴスペル（社会的福音）

は，アメリカ革新主義運動の精神的風土の重要

な部分として，これと相互に影響しあったと考

えるのが一番妥当なようである３２）」と述べてい

る児玉から学び，ここでは両者の共通点を簡単

に押さえておきたい。

　児玉は，要するに著名なソーシャル・ゴスペ

ラー３３）として，ワシントン・グラッデン，リチ

ャード・T・イリーRichard T. Ely３４），ウォルタ

ー・ラウシェンブッシュWalter Rauschenbusch

に見られる特徴から，世俗的な革新主義者との

共通点・相違点を見ていこうとしている。３人

のソーシャル・ゴスペラーの中でもグラッデン

は中道で，幅広い性格をもっており，その様な



彼を中心に問題を捉えていると言ってよいだろ

うが，簡潔に纏めるならば以下のようにソーシ

ャル・ゴスペルを押さえている。すなわち，ソ

ーシャル・ゴスペラーは現世で神の国を実現す

るという目的のために，すなわち完成に近づく

ように日々進歩の意識を持って努力すること，

そのために個人が協力し合い，統一的な社会を

実現させること，また社会的人間の存在を神の

意志として認めることである。革新主義者のほ

とんどが背景としてプロテスタンティズムを持

っていたことを考えると，彼らの運動がソーシ

ャル・ゴスペルと対立する理由はどこにもな

く，むしろ共鳴しあっていたと考えるのが自然

であろう。そして，この共鳴によってプロテス

タンティズムは，漸く外の社会に開かれたリベ

ラルなものに変化したと言えよう。特に，児玉

が簡潔にソーシャル・ゴスペラーに共通する１３

の項目として抽出しているものの中で，ここで

特に重要と思われるのは，１１項目目の「真の親

労働的態度」と１２項目目の「平和主義」であ

る３５）。この二つの間には，労働者の側に立ちな

がら，労働者の団結や団体交渉権，そしてスト

ライキについてどの様に考えるのかという重要

な問題が依然として残されている。労働者が団

結することによって起こりうる労働放棄や結果

として起こる労使の衝突や暴力など，プロテス

タンティズムとしては憂慮すべき問題が残され

ていたと言えよう。児玉は「労使双方が平和的

に和解し，互いの立場を認めて『労使協調主

義』などを実行に移す方がもっと望ましいと説

いていた」としてそれをグラッデンの思想をよ

く反映したものだとしている３６）。しかし，当時

の状況からすれば，ストライキを積極的に認め

るか否かが真に親労働者かどうかを決める重要

な判断材料になったであろうし，逆に労働者が
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ソーシャル・ゴスペルやそれを背景に持つ社会

改良運動を受け入れ可能かが決まってきたであ

ろう。

　だが残念なことに，ソーシャル・ゴスペルの

研究では，当時の運動が実際に労働者にとって

どの様なものであったのかといったことは問題

にされておらず，また階級的視点が弱いとも言

えるだろう。つまりソーシャル・ゴスペル運動

を，それが広く社会そして労働者階級に影響を

及ぼすようになっていったという表層的な部分

でしか捉えていないのである。そういった点に

注目するならば，直接労働者との接点が見えな

いソーシャル・ゴスペル運動に対して，社会改

良主義者を通して現実にどの様な役割を果たし

ていたかを見ていくことが，極めて重要な課題

として浮かび上がってくる。この様な論理から

すれば，ソーシャル・ゴスペルを背景にもって

いるセツルメントの労働者への対応は極めて重

要なものとして考えることが出来るであろう。

３．セツルメントと労働移民

ソーシャル・ゴスペルと労働者

　メイは，教会が外の世界についてどの様に捉

えていたか，そしてそれがどの様に変化してい

ったかについて述べているが，それはたいへん

興味深いものである。また，メイがホプキンス

と違い，ソーシャル・ゴスペルを「進歩的な社

会キリスト教」と考え，社会に目を向けながら

も古い制度にとらわれた段階（ホプキンスはこ

れを初期のソーシャル・ゴスペルと見なしてい

る）を「保守的な社会的キリスト教」と考えて

いるところも，労働者とプロテスタンティズム

の接点を考える上でたいへん参考になるもので

あると筆者は考えている３７）。



　ソーシャル・ゴスペル運動の組織的な動き

と，労働者のストライキの関係については更に

慎重な検討が必要と思われるが，時期としては

児玉が紹介しているように３８），「米国福音同盟

Evangelical Alliance of the United States」が全

国から多数参加の下に１８８７年，１８８９年，１８９３年

にソーシャル・ゴスペルのための会議を開き，

その中でも１８９３年の会議にはグラッデンやアダ

ムズなどが参加する中で「方法としての隣保

館，スラム改革，制度的教会」などについて議

論されていることは特に重要と考える。また，

１９００年設立の「クリスチャン労務者と教会の全

国連合会National Federation of Churches and 

Christian Workers」がソーシャル・ゴスペルと

労働者を結び付けるものとして，更にそれが

「アメリカキリスト教会連合協議会 Federal 

Council of the Churches of Christ in America」

（＝FCCCA）として宗派を超えて社会問題を解

決していこうとした活動は重要であろう。

FCCCAは，１９０８年にその第１回集会を開いて

いるが，この集会には「アメリカ労働総同盟

American Federation of Labor」（＝AFL）のヘ

イズ副会長も臨席し，相当な数の労働者を開催

地のフィラデルフィアに集めていたようであ

る。そのFCCCAのシカゴで開催された１９１２年

第２回全国集会で採択された綱領は児玉が紹介

している３９）。そこに見られる１６項目は，（１）完

全なる正義と平等なる権利，（２）家庭の保護

（特に各州同一の離婚法や適正な住宅計画によ

って），（３）あらゆる児童の可能な限りの最大の

発達（特に適切な教育，娯楽の提供によって），

（４）児童労働禁止，（５）婦人の労働条件改善の法

的制定，（６）貧乏の減少と予防，（７）禁酒，（８）健

康の保持，（９）労働者の，危険な機械や職業か

らくる病気，死からの保護，（１０）万人の自活の
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保障，失業保険，（１１）労働者の老齢年金，災害

保険，（１２）労働争議の適切なる仲裁と解決のた

めの手段として，被雇用者も同じく組織化する

権利，（１３）一週六日制（つまり安息日の確保），

（１４）労働時間の可能な限りの減少，（１５）あらゆ

る産業における最低賃金制と各産業が可能な限

りの高賃金，（１６）財産の獲得と使用に対するキ

リスト教原理の適用，生産物の最も公平な分

配，である。ここには，労働者の組織化の権利

といった重要なことが書き込まれていると同時

に，その他，労働基準として基本的に重要なも

のはほとんど盛り込まれている。ただ若干注意

深く見なければならないのは，安息日や禁酒と

書き込まれているような分かり易いものだけで

なく，児童や婦人，そして家族に関わる事柄

は，当然ながらその背景にプロテスタント教義

との関わりで理解しなければならないというこ

と，そしてその様なもの全てを含めてプロテス

タンティズムの倫理に則ったコミュニティづく

りが想定されていることであろう。さらに教育

については，義務教育の徹底化すなわち英語使

用の法制化などは，すぐに行政と結び付くもの

もあり，更に注意する必要があるだろう４０）。因

みに，財産や生産に関わる最後の項目を見て

も，キリスト教原理といったものの見直しを，

プロテスタントが収奪に荷担した以前の経験か

ら，厳格に行おうとするところが窺える。

テーラーのシカゴ・コモンズ

　さて，シカゴにおいてソーシャル・ゴスペル

はどの様に展開したのか。社会的キリスト教あ

るいはキリスト教社会主義といった，広義ある

いは制度の枠に収まらないものまで取り扱うこ

とはできないが，ひとまず教会を中心に，布教

活動や新たな組織によって社会に認知されるよ



うになった運動として考えるならば，シカゴに

おけるソーシャル・ゴスペルは，先に見たシカ

ゴ神学校が起点となって，グラハム・テーラー

を中心に，またジェーン・アダムズを媒介して

拡大発展していったと言えるであろう。そし

て，ソーシャル・ゴスペルは１９００年代と１９１０年

代にその最盛期を迎え，全般的に革新主義の精

神的土壌として生かされたという側面が強かっ

た。しかし，具体的な労働者に関わる提案は，

特にセツルメントによって生かされ，更に「精

神的」以上の働きをしたと考えることが出来る

のではないだろうか。以下，そのことについて

見ていこう。

　セツルメントとソーシャル・ゴスペルの関係

をより深く捉えていくためには，今後研究を積

み重ねていく必要があるとは思うが，ここでは

グラハム・テーラーの経歴や活動，また人的な

繋がりなどをまず見ていくところから始めるこ

ととしたい。グラハム・テーラーが牧師をして

いた第４会衆派教会は，東部コネチカット州・

ハートフォードにあったが，彼はそこで神学校

の教鞭も執っていた。彼が中西部のイリノイ

州・シカゴに呼ばれたのは，先に見たようなシ

カゴにおける教派の状況やカトリック移民の増

大によるプロテスタントの布教活動ということ

が当然ながらあったであろう。しかし，シカゴ

神学校において社会学部が作られ，そこで講座

を担当することになった事実からも明らかであ

るが，布教活動の基盤には教会と社会という実

践的問題が想定されていたことも確かであろ

う。実際，ハートフォード時代の彼は，急激な

都市化に対応できずに居場所を失った信者や，

アルコール依存など，これまでプロテスタント

が悪として見放していた問題に取り組み，大き

な成果を残すことで会衆派教会の間で評判にな
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っていた。従って，必ずしもソーシャル・ゴス

ペルをキリスト教社会学の中身として教えるの

ではなく，将来のキリスト教社会を担う若い学

生たちに，現実社会に生きる人々とどの様に向

き合っていくのかを教えることが想定されてい

たと言えるだろう。実際，彼は救いと罪は個人

の問題ではなくコミュニティの問題であるこ

と，そして教会の機能が，教会以外のいかなる

集団や制度，すなわち生活の全てをキリスト教

化して神の国を作り上げるところにあるとい

う，言わばソーシャル・ゴスペルの信条そのも

のといってもよい内容で日々の教育実践を行っ

ていたのである４１）。

　彼が１８９４年にシカゴ・コモンズ Chicago 

Commonsというソーシャル・セツルメントを

立ち上げ，家族と学生で住み込み，長期に渡っ

て活動するようになったのは，社会的正義を説

くだけでは自らのなすべきことが十分でないと

考えたからである。テーラーはシカゴ・コモン

ズにおいて，ハル─ハウスのジェーン・アダム

ズとお互いの親交を深めながら，共に厳しい貧

民街に身を置きながら実践を行っていた。

　シカゴ・コモンズはハル─ハウスより５年遅

れて１８９４年に立ち上げられたが，恐らくシカゴ

での活動の実績は同等あるいはそれ以上で，現

在でも継続されているセツルメントである。そ

れは当時の行政区第１７ワードに居を構えたが，

テーラーはまず学生たちと探索した後に地域の

決定を行っている。更に，第１７ワードに決定し

た後も，この地区に学生のための小部屋を用意

し，彼らに地域の教会や宗教，健康や衛生面，

政治構造や移民の家族と公立学校の関係につい

て調査研究をさせるという綿密さを見せてい

る。調査研究の結果，そこは２８,０００の人口に対

してアメリカ生まれは半分に満たず，ドイツ，



スカンジナビア，そしてアイルランドからの新

移民の人口がたいへん多く，一応中流と見なさ

れながらも，その下層に当たるプロテスタント

という特徴を持ち，そして家族世帯が多く，英

語でコミュニケーションが取れることが分かっ

た。テーラーは家族世帯の多さおよび英語が使

用できることがセツルメント活動にとって有効

であるとし，最適な場所として決定に至ってい

る。このことから，テーラーが事前にどの様な

活動を展開していきたいのか方針を持っていた

ことを窺い知ることが出来ると同時に，この地

を中心にコミュニティをキリスト教的に作り替

えていくことを念頭に置いていたことが容易に

想像できるところである。これが正にアメリカ

ナイゼーションそのものであったと筆者は考え

ている。地域が確定した後，彼は適当な賃貸物

件を探し，家族が入居し，更にセツルメントと

して住民が集えるスペースを有するユニオン通

りUnion Streetの大きな家と最終的に１８９４年に

契約した。また，翌１８９５年には第１７ワードにお

いて初となる遊び場を，小さな裏庭を片づけて

作っている。これは，幸せや健康のためという

よりも青年や大人たちの興味関心を広げるため

の教育的な意味が大きかったとテーラーは述べ

ている４２）。近くに公立の小学校が２つあった

が，どちらも子供が遊ぶための屋外施設はなか

ったようである。その後，１９０１年にはグランド

通り Grand Avenueとモーガン通り Morgan 

Streetの角に体育館や講堂，多目的ルームを有

する５階建ての建物を建設し，そこに移動して

いる。そして暫くして，その向かい側に大きな

建物二つ分の土地を借り受け「最初の本当のプ

レイグラウンド」を作っている。このプレイグ

ラウンドは第１７ワードで唯一のプレイグラウン

ドであった４３）。
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ソーシャル・ゴスペルとセツルメント

　さて，シカゴ・コモンズの活動としてここで

注目しておきたいのが，一週間に一度行われて

いた「フリー・フロアー・ミーティング Free 

Floor meeting」という，事前にフロアーから提

案されたテーマで講師を決め，２０分ほどの講演

を行ってもらい，フロアーからの質問やコメン

トで自由に討論するというものである。大変好

評で，階級に関係なく多くは第１７ワードの住

民，そして外からも多くを集め，常時講堂に

２００～３００人を集めており，その関心の高さを物

語ると同時に，セツルメントが多様な思想や運

動を繋ぐ場であったことが分かる。この企画は

シカゴのデイリー・ニュースDaily News紙が

広報に協力し，講師はソーシャル・ゴスペルの

リーダーであったライマン・アボットLyman 

Abbottやワシントン・グラッデン，進化論裁判

で有名なクラレンス・ダロウClarence Darrow，

オハイオ州トレド市長「ゴールデン・ルール」

のサミュエル・M・ジョーンズ Samuel M. 

Jones４４），アナキストのエマ・ゴールドマン

Emma Goldman，社会主義者で労働者のリーダ

ーのトーマス・J・モーガンThomas J. Morgan，

またパーソンズの未亡人ルーシーなど，驚くべ

き顔ぶれを揃えていた。

　テーラーのソーシャル・ゴスペルの考え方が

厳密にどの様なものだったかをここで明言する

までには至っていないが，彼とグラッデンはお

互いに尊敬しあっていたことは見て取れる４５）。

この点から，テーラーは社会主義的な考えは持

っていなかったと言えるだろうが，リベラルな

協調主義者の側面を持っており，労働者の現状

をありのままに受け取っていたことは間違いな

い。また，彼は決してアナキストとわれる人々

や，社会主義者，そして労働組合や労働運動家



に対して差別的な態度は取っておらず，アダム

ズと同様に労働運動による抵抗やアナキストな

どの活動について，暴力は否定しつつも，彼ら

の人権が法によって守られることを主張し，権

力に対して声を上げていた。そのために，シカ

ゴ・コモンズとハル─ハウスがアナキストや社

会主義の組織であるとレッテルを貼られたこと

もあった４６）。

　党派的・政治的な活動をセツルメントが行う

ことに対しては根強い反対があり，例えばボス

トンのサウス・エンドハウスSouth End House

やニューヨークのグリニッジ・ハウス

Greenwich Houseはそれに反対の立場を取って

いた４７）。筆者はこのことについて，それがセツ

ルメント・リーダーの個人的な方針や見解とい

うこというよりは，むしろそれを決定する以下

のようなセツルメントを規定する要因によるも

のであったと考えている。それは，セツルメン

トとソーシャル・ゴスペルとの関係がどの様な

ものであったか，当地での労働運動やアナキズ

ムの現れ方がどの様なものであったか，また当

地での産業や労働の質によって労働者大衆がど

の様な状態にあり，そしてコミュニティで労働

者の生活がどの様に営まれ，それをセツルメン

トのリーダーたちがどの様に捉えていたのか，

という４点ほどである。

　さて，労働者とソーシャル・ゴスペルを直接

的に結び付ける研究の成果が見られない中で，

グラッデンの提案を頼りに，また労働運動など

労働者の団結の状況からセツルメントとソーシ

ャル・ゴスペルの結び付きについて若干ではあ

るが考えてみよう。

　グラッデンが，政府のなすべき事柄として

『道具と人間』（１８９３年）および『社会の事実と

力』（１８９７年）において提唱している２０におよ
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ぶ項目を原典ならびに児玉を参考にして紹介す

る４８）。

　（１）最も地位の低い，貧乏な，弱い市民を援

助・保護すること，（２）公明正大な正義の実現，

（３）独占体の抑制，（４）すべての市民に平等な機

会を与えること，（５）工場・鉱山などの衛生検

閲，（６）労働者の健康と安全の保障，（７）日曜労

働の禁止，（８）酒場と売春の禁止，（９）労働時間

（特に婦人・子供の）の短縮，（１０）労働争議の

調停，（１１）鉄道・電信・電話など，すでに独占

化され，しかも公共性の性格をもつ事業の国有

化，（１２）個人が所有できる土地の制限，（１３）よ

り重い相続税と，累進所得税の賦課，（１４）義務

教育の確立，（１５）失業者・貧民・犯罪人・博徒

などを減少させる法律・制度の制定（以上，

『道具と人間』より），（１６）職業安定所の設立，

（１７）３才以下の子供を持つ婦人と，児童労働の

禁止，（１８）会社が富を社会全体の利益のために

正しく管理できない場合，会社に対し厳格な監

督を実施し，更に全ての会社に営業内容を公表

させること，（１９）牢獄の改善，（２０）都市の更生

（以上，『社会の事実と力』より）

　この様にグラッデンは，彼自身のソーシャ

ル・ゴスペルを確立しつつあった時期（革新主

義時代に入ってから），既に政府の立法や政策

に影響を与えるような提言，更にある種社会主

義的な部分も含みながら，より広範な改革主義

者・社会改良主義者と共鳴できるようなものを

作り上げていた。このことは，彼がアメリカ経

済学会American Economic Association４９）との

関わりがあったにせよ驚くべき事実である。

　ソーシャル・ゴスペルが多くの具体的提言を

行うようになり，それは単に慈愛を基礎とした



精神的支柱というよりは，セツルメントにとっ

てより戦略的なものとして重要になった。逆に

見れば，セツルメントという組織における実践

的な展開があって，初めてソーシャル・ゴスペ

ルは実質的に教会や宗教の枠を離れて労働者と

接点を持つことが出来たと言えよう。

　一方で，同時期に，中産階級による慈善活動

が活発化している。これは，プロテスタント内で

の移民労働者に対する捉え方の違いと密接に関

わることであったが，一般的には慈善組織協会

運動Charity Organization Society Movement５０）

（＝COS運動）として捉えられるもので，セツ

ルメントとは袂を分かつものであった。COS

運動は，言わば社会問題の根本に迫ることな

く，効率的な対処療法を行おうとするもので，

集団およびコミュニティの問題を改善すること

はなかった。

　このように，表面的にはキリスト教的慈善と

して捉えられるものも，内的には移民労働者の

問題に大きな矛盾を抱えていた。そういったこ

とが，シカゴが都市として飛躍的に拡大・拡張

する世紀転換期において，実質的に空間的に顕

著な形で現れてくることとなったのである。こ

れはいくつもの分離・独立したプロテスタント

のコミュニティが労働移民から距離を置いて作

られたことを指している５１）。棲み分けとして，

単に外側に押し出されたという問題ではない，

より複雑な関係をそこに見ることができる。

　ここで重要なのは，宗教的な意味や文脈，キ

リスト教における矛盾・問題といったことでは

なく，プロテスタンティズムの精神を中心に形

成された合衆国・シカゴが，そのことを根底に

持ちつつ，どの様な特徴を持ったコミュニティ

を形成していったか，また，独立したコミュニ

ティ同士はどの様な関係にあったのかというこ
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とである。また，セツルメントのリーダーたち

が実践しようとしていたレクリエーションのプ

ログラムが，そのコミュニティおよびその相互

関係をどの様に捉えたものであったかというこ

とである。政治的に独立したシカゴ内のコミュ

ニティでは，それぞれ独自のレクリエーション

施設やプログラムが作られていった５２）。それは

正に自律したシステムの中で生きるためであっ

たが，ではセツルメントで行われていたレクリ

エーションは単に外国人労働の健康を守り，彼

らが少ない自由時間を楽しむためのものであっ

たのだろうか。それは恐らく，レクリエーショ

ンにコミュニティを形成する機能を，更にコミ

ュニティを超えて人々の間で機能する何かを期

待して行われていたはずなのである。

まとめにかえて

　小論は，シカゴ・レクリエーション運動のア

メリカナイゼーションの問題を浮き彫りにする

という目的で，それが３つのまとまった研究に

より完成するという考えの基，その一つめの課

題を，合衆国プロテスタンティズムとセツルメ

ントの展開を軸に論じてきた。その中で主に，

プロテスタンティズムの特殊性と資本蓄積の関

係性やプロテスタントの教派的展開と独自なコ

ミュニティ展開の関係性について触れてきた。

このことで，セツルメントが単に慈愛の精神に

よって貧民労働者に対してレクリエーション

（勿論その他の取り組みの方がむしろ数多く行

われているが）を提供してきたのではなく，む

しろスラム街が顕著な形で現れ，他方では教派

や民族ごとに独立したコミュニティがシカゴに

つくられる環境の中で，移民労働者を救済する

手段の一つとしてレクリエーションを考えてい



ることが見えてくる。そこでは，移民労働者が

アメリカ人および市民としてシカゴの中で調和

し，さらに合衆国全体の改革と改善なくしては

根本的な問題解決が望めない状況にあったから

である。従ってセツルメントがそこに至る過程

は，合衆国のプロテスタンティズムの歴史的特

性を踏まえるならば，運動方針と言うよりはむ

しろ必然であったといえよう。合衆国では，レ

クリエーションは必然的にアメリカナイゼーシ

ョンの特徴を備えるものとなって発展すること

となったと言えるのではないか。

　小論の課題は，セツルメントによって提供さ

れていたレクリエーション・プログラムがアメ

リカナイゼーションの特徴を持っていることを

外的な環境から迫るところにあったので，その

ことはある程度成達成できたのではないかと考

えている。筆者は別の論文で，既にシカゴのノ

ースウェスタン大学セツルメントで行われてい

たレクリエーション・プログラムの中にチャー

ルズ・ズウェブリンによるアメリカナイゼーシ

ョンの意図について指摘しているが，そのこと

の裏付けとしても成果があったのではないかと

考えている。レクリエーションとアメリカナイ

ゼーション研究の序論であるとの位置付けか

ら，小論は，最後に一つの例を紹介することで

次につなげ，「未完」として筆を置きたい。リ

ヴカ・リサックRivka Lissakがハル─ハウスの

神話と現実をテーマに記した論文５３）によると，

ジェーン・アダムズはユダヤ人やイタリア人を

アメリカ市民として教化するために，戦略的に

娯楽やレクリエーションのプログラムを捉え，

様々な工夫を凝らしていたことが見て取れる。

次は，具体的にシカゴ・コモンズやハル─ハウ

スのレクリエーション・プログラムの実践を実

証的に積み上げていきたい。
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Abstract: This essay discusses the topic of whether the recreational movement in Chicago played 

a role in “Americanization.” The early years of the recreational movement led by settlement, is 

recognized as a matter of Christian philanthropy, and the outcome is evaluated as it contributed to 

the development of recreation for everyone. However, the fact was that Americanization was the 

only way for relief, and that recreation had been programmed as the method of Americanization. 

Settlement leaders in Chicago, who were also Social Gospelers and Progressives, had been, in the 

process of the Era, facing the immigrant workers who were forced to become Americanized in 

order to live with harmony in the community, under the various and complicated power of the 

wealthy and middle-class, rooted in American Protestantism. Although proof should be established 

at some stage in the future, this essay developed the topic through argument on the contradiction 

and antagonism of Protestantism through the “Gilded Age” and “Progressive Era,” firstly how 

Social Gospelers approached immigrant workers for problem solving, and finally, what happened 

through settlement, as the forefront, and in the communities of Chicago, as a consequence.

Keywords: Recreation, Americanization, Protestantism, Social Gospel, Settlement, Gilded Age, 

Progressive Era

A Study of Chicago’s Recreational Movement and Americanization :
issues concerning Protestantism and Settlement.
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